
新しい総合計画がはじまります
　市では、総合計画「ひたちおおみや未来創造ビジョン」の基本構想を改訂し、また本年度を初年度とする総合

計画基本計画（ひたちおおみや未来創造アクションプラン）を策定しました。

　総合計画は、市政運営の指針となり、また、各分野のまちづくりを進めるうえでの最上位の計画としての役割を

果たすものです。

＜計画の構成＞

　総合計画は、「基本構想」、「基本計画」、「重点事業計画」により構成されます。

＜市の将来像＞

　「人が輝き　安心・快適で　活力と誇りあふれるまち」
　一人ひとりが自分らしく輝き、誰もが安心して快適に暮らせ、いつまでも活力にあふれ、誇りを持ち続けるこ

とができるまちを目指します。

　「市の将来像」に掲げるまちの実現に向けて、市民・企業・地域・行政というそれぞれのまちづくりの主体が

一体となって協働し、「ふるさと常陸大宮」を次の世代、そして未来へとつないでいくまちづくりを進めます。

＜施策の大綱（分野別の施策の枠組み）＞

　１　未来を拓き、自分らしく輝くひとを育むまち（子ども子育て・教育・生涯学習）

　２　だれもが安心して暮らせるまち（医療・福祉・防災）

　３　自然と調和した快適で安全なまち（土地利用・社会基盤・環境・安全対策）

　４　みんなでつくる協働のまち（自治・交流・連携）

　５　魅力ある資源を生かした活力と誇りあふれるまち（産業・観光）

基本構想（令和32年頃を展望）
　目指すべき市の将来像やまちづくりの基本的
な理念などを掲げるとともに、その実現に向け
た施策の大綱を設定しています。

基本計画（令和4〜8年度の5年間）
　施策の大綱に基づいて市が推進すべき個別施
策体系や取組を具体的に定めています。

重点事業計画（3年間、毎年度見直し）
　「基本計画」で定めた施策を実現するための具
体的な事業の中から、重点的に取り組む事業を
取りまとめています。
　計画期間は3年間を基本とし、毎年度見直し
を行います。
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＜基本計画＞

　新たに策定した基本計画では、人口減少対策を最重要課題として捉え、計画期間において、重点的・優先的か

つ施策体系の枠組みを超えて、全庁横断的に進める政策プロジェクトとして「人口流出を防ぐダム（政策）の構
築と実践」を掲げ、次の３つの戦略を推進します。

　子育て世代をはじめ、全ての市民が暮らしやすく、住み続けたいと思える、コンパクトで便利なまちづくりを

進めるとともに、移住・定住の地として本市が選ばれるための取組を推進します。

　事業例：常陸大宮駅周辺整備事業の推進、子育て支援住宅の整備 など

　子ども達が健全に成長し、勉強やスポーツに親しみ、幸せで将来に夢を持てるように、教育環境の充実を図る

とともに、子育て中の保護者に係る経済的支援や、仕事と子育てを両立するための支援などの子育てサポートの

取組を推進します。

　事業例：こどもセンターの設置、学童保育の充実、教育環境の充実 など

　本市には「那珂川」・「久慈川」の二大河川や本市北部に広がる美しい里山風景などの豊かな自然をはじめ、積

み重ねてきた歴史や伝統文化など、多くの魅力を有しています。これらの魅力や地域資源を生かし、産業や観光

の振興、交流人口や関係人口の創出・拡大のための取組を推進します。

　事業例：観光資源の磨き上げ、歴史や伝統文化など地域資源を生かした産業・観光振興 など

政策プロジェクト「人口流出を防ぐダム（政策）の構築と実践」

戦略１　常陸大宮市に「住みたい」～魅力あるまちづくり～

戦略２　常陸大宮市で「育てたい」～子育て支援と教育の充実～

戦略３　常陸大宮市に「来たい」～新たな魅力の創出と磨き上げ～
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